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稚苗育苗時 におけ る無機成分の施用 と葉身褐変症状 の発生

渡部幸一郎 。東海林 覚 。吉 田 昭

(山形県立農業試験場 )
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1 1ま  し め に

水稲稚苗育苗で苗の燐酸含有率を高めて,葉身褐変症状

の発生を抑えることが順調な活着・初期生育につながるも

のと考えられる。昭和51年山形農試の試験より褐変発生率

は苦土重焼燐の方が過石よりも少ないことが明らかになり,

苦土重焼燐中の苦土・鉄などが褐変症状を抑えているもの

と考えられた。そこで稚苗育苗時における燐酸増施条件で

1重1菫禁9[罷景繕舞埋繰循翼型?曇響千暑
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讐暑
率に及ばす影響について検討 した。

2 試 験 方 法

育苗方法

表の○印と◎印はそれぞれ春育苗した区および秋育苗し

た区を示 した。なお,各区の元肥はN2′ /箱 ,K202′
/箱である。春育苗の場合,追肥はせず,秋育苗の場合,

追肥N(18葉時)は 1,/箱 である。用いた肥料は硫安,

塩加カソ,硫酸マグネシウ
^,ク

エン酸第二鉄である。

6 試験結果及び考察

燐酸肥料の違い及び燐酸施用量についてみると,表 1に

示す通り,繕酸施用が同量であれば褐変症状は過石の方が

苦土重焼燐より多く発生した。熔燐区は燐韓 0,/箱施用

でも発生 しなかった。過石・苦土重焼燐では燐酸増量につ

れて褐変症状の発生率が高くなり,発生時期は早くなつた。

なお,燐酸 2θ /箱施用区より褐変が発生したが,こ れは

追肥を実施しないためのN欠によるものと考えられる。通

常の育苗期間である25日 までに褐変が発生したものを限界

量とみると過石では 3′ (燐酸 ),苦土重焼燐では 5′ (燐

酸 )が限度と考えられる。苗の燐酸含有率は燐酸施用が同

量であれば過石が最も高く,次いて苦土重焼燐で,熔燐が

最も低かつた。これは有効燐酸の形態の差によるものと考

えられる。

苦土施用と褐変症状の発生は表2の ように,苦土施用量

を増すにつれて褐変発生率は低くなり,褐変発生時期も遅

くなる傾向があつた。箱当り燐酸施用量 10′ の場合では,

苦± 5θ ,燐螂 θの場合では苦± 2′ でほぼ褐変症状を

抑えることができた。

加里・窒素・鉄施用の褐変症状の発生は表3の ように,

加里・窒素の施用量を増すにつれて褐変発生率は低くなり,

発生時期も遅くなる傾向があつた。鉄の場合,箱当り2θ

表 1 燐酸施用量と葉身褐変症状の発生及び燐酸含有率

試験年次 :

:乾燥籾 200

処理法

昭和52年 ,試験場所 :山形農試本場,播種量

θ/箱,稚苗育百, ビユール トンネル方式
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品  種 雛 月日
サンプリ

ング月日

床 土

土 性 pH りん吸

春 はなひかり 4月 18日 5月 18日 Sic L 2700

秋 9月 26日 10月 18日 LiC 1380

注.福変発生時期は播種後日数。
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表 2 苦土施用と葉身褐変症状の発生と燐酸含有率
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注 1)
2)

箱当りP20510′ 施用。
MgOは 硫酸マグネシウムによるもののみ示 した。

苦土 窒素の施用量を増しても苗の燐酸含有率の変化は

ほとんどなかったが,加里・鉄の施用量を増すにつれて苗

の燐酸含有率が低下する傾向があつた。なお,苦土・加里

窒素の施用量を増すにつれて苗の苦土・加里・窒素の合有

率は増加する傾向があつた。

苗の燐酸及び苦土含有率と褐変症状の発生との関係は,

図 1に示すように,燐酸含有率が高く苦土含有率が低いと

褐変発生率が高かつた。苦土含有率が高く,燐酸含有率が

低いと褐変は抑えられる傾向があった。

苗質は各区とも大差なく,苗丈1″″前後,葉令 24前後 ,

乾物重 1み/100本程度であつた。

褐変症状を抑える無機成分としては,鉄は苗の燐酸含有

率を低下させ,窒素は増施により徒長するので適当でない

と考えられる。加里について岡山ξL窒素と加里の増量に

より葉身中の燐酸含有率が低下する傾向のあることを報告

している。玉川:は加里の増施による苗の燐酸含有率の低

下は認められなかったと報告している。本試験では加里の

増施により苗の燐酸含有率は低下した。苦土は苗の燐酸含

有率を低下させず,生育障害もないので,褐変を抑制する

成分として望ましいと考えられる。

玉川|ら
1｀

ま苗の褐変程度が大きくても,本日移植後の生育

・収量には大きな影響を及ぼさなかったと報告し,新村」
)

は発根数・収量は大差なかったと報告 している。それで,

福変の発生程度の差異が低温条件下での活着及び初期生育

に及ぼす影響について検討する必要があろう。

水稲稚苗育苗で苗の燐酸含有率を高めて,かつ葉身褐変

症状の発生を抑えるために,燐酸増施条件での苦土 鉄の

施用と加里及び窒素||1施の影響について検討した。

1)葉身褐変症状のない燐酸施用量は箱当り過石 3′ (P200,
苦土重焼燐 5,(P205)が l■度とみられた。

21燐酸多月巴条件で苦土・加里・窒素の増施及び鉄 2′ /箱
以上の施用で,福変発生率は減少し,発生時期も遅くなる

傾向があった。

0苦土・窒素の増施により苗の燐酸含有率は低下せず 鉄・

加里の増施により燐酸含有率は低下した。苗の苦土・窒素

含有率が高く燐酸含有率が低いほど褐変発生は少なかつた。

4麟酸 5′/箱 と103ハ施用の場合,苦± 2,/箱 と5′/
箱程度の施用により褐変がほぼ抑えられた。
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注. 5P,10,と は過石でP206箱当り5θ,10
′施用の略。

表 3 加里・鉄雀 素施媚 と褐変症状の発生及び憐酸含有率

注 過石で箱当りP20610'施用。
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図 1 
菱晃笙肇

・ 苦土含有率 と第 1葉褐

まで,褐変発生率は増加し,そ れ以上の施用では発生率は

減少し,発生時期も遅くなる傾向があつた。箱当り燐酸施

用量 10夕 の場合,加里 10,,鉄 10θ 程度ではぼ褐変症状を

抑えることができた。なお,床土の有効燐酸は鉄施用の増

加に伴い低くなる傾向があつた。
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